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小
塩
　
政
策
立
案
の
現
場
で

は
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
ど

の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
か
。

中
澤
　
政
府
の
骨
太
方
針
で

は
、
２
０
１
７
年
に
人
々
の
幸

福
感
・
効
用
な
ど
社
会
の
豊
か

さ
や
生
活
の
質（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）を
表

す
指
標
群（
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
）

の
作
成
に
向
け
た
検
討
を
行

い
、
政
策
立
案
へ
の
活
用
を
目

指
す
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

２０
年
に
は
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
基
盤
で

あ
る
デ
ー
タ
活
用
を
加
速
す
る

た
め
の
体
制
整
備
の
一
環
と
し

て
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
可

視
化
し
、
各
分
野
の
重
要
業
績

評
価
指
標（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）に
反
映
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
内
閣
府
で
は
「
満
足
度
・
生

活
の
質
に
関
す
る
調
査
」
を
１９

年
か
ら
実
施
。「
満
足
度
・
生
活

の
質
を
表
す
指
標
群
（
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
・
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー

ド
）」を
構
築
し
て
き
た
。
２１
年

７
月
に
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

に
関
す
る
関
係
府
省
庁
連
絡
会

議
を
立
ち
上
げ
、
基
本
計
画
の

Ｋ
Ｐ
Ｉ
や
予
算
な
ど
を
取
り
ま

と
め
て
い
る
。
国
際
機
関
や
諸

外
国
、
地
方
自
治
体
で
も
関
連

す
る
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

る
。小

塩
　
学
問
の
世
界
で
は
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

亀
坂
　
幸
福
感
や
生
活
満
足

度
な
ど
の
主
観
的
な
デ
ー
タ
は

他
人
と
の
比
較
に
な
じ
ま
ず
、

科
学
的
な
分
析
が
難
し
い
。
そ

こ
で
同
一
の
個
人（
集
団
）に
同

じ
質
問
を
繰
り
返
し
、
様
々
な

ニ
ュ
ー
ス
や
イ
ベ
ン
ト
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
反
応
す
る
か
を

捉
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
政
策
に
生
か
す
に
は
、
も
っ

と
国
内
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
必
要

だ
。
統
計
の
取
り
方
や
設
問
設

計
の
仕
方
は
経
済
協
力
開
発
機

構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）の
統
計
に
準
拠

す
る
な
ど
国
際
標
準
に
合
わ
せ

た
方
が
よ
い
。

松
下
　
英
国
は
１０
年
か
ら
ダ

ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
構
築
を
始

め
、
今
で
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
を
政
策
立
案
の
基
準
の
一
つ

に
組
み
込
ん
だ
。
フ
ラ
ン
ス
や

イ
タ
リ
ア
で
は
、
法
を
改
正
し
、

政
府
予
算
案
と
と
も
に
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
の
動
向
を
議
会
に

示
し
審
議
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
学
問
の
発
展
に
従
い
、
主

観
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
、

満
足
度
評
価
、
自
身
の
人
生
の

意
義
・
目
的
に
照
ら
し
た
評
価

（
ユ
ー
ダ
イ
モ
ニ
ア
的
）、
心
地

よ
さ
・
不
安
の
評
価
（
ヘ
ド
ニ

ア
的
）で
捉
え
る
動
き
が
あ
る
。

内
閣
府
の
調
査
で
も
主
観
的
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
多
角
的
に

捉
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
政
策
へ
の
活
用
で
は
産

官
学
の
連
携
に
よ
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ

が
必
要
だ
。

小
塩
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

と
い
う
抽
象
的
な
概
念
を
政
策

立
案
に
ど
う
生
か
す
か
。

亀
坂
　
コ
ロ
ナ
禍
は
日
本
の

経
済
社
会
が
抱
え
て
い
た
問
題

を
よ
り
深
刻
化
さ
せ
た
と
い
え

る
。
従
来
の
経
済
分
析
で
は
、

人
々
が
抱
え
る
ス
ト
レ
ス
や
心

の
健
康
ま
で
考
慮
し
た
政
策
立

案
は
難
し
い
。
社
会
的
弱
者
が

直
面
し
て
い
る
問
題
に
も
切
り

込
み
に
く
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
焦
点
を

当
て
た
幸
福
度
分
析
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。

　
内
閣
府
の
「
子
供
の
生
活
状

況
調
査
の
分
析
報
告
書
」
に
よ

れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
所
得

が
低
い
世
帯
ほ
ど
必
要
な
食
料

や
衣
服
を
買
え
な
い
こ
と
が
増

え
、
保
護
者
が
不
安
や
イ
ラ
イ

ラ
を
感
じ
る
こ
と
が
増
え
た
と

回
答
し
て
い
る
。
心
の
健
康
状

態
も
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
子

供
時
代
の
つ
ら
い
経
験
や
貧
困

は
、
将
来
の
幸
福
度
や
生
活
満

足
度
を
下
げ
る
と
い
う
研
究
も

あ
る
。
こ
う
し
た
デ
ー
タ
を
政

策
立
案
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。

中
澤
　
政
策
立
案
へ
の
活
用

で
は
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る

と
考
え
る
。
ま
ず
継
続
的
に
デ

ー
タ
を
取
り
、
実
証
分
析
を
重

ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
着
目
す
る

こ
と
で
初
め
て
明
ら
か
に
な
る

事
実
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
指
標
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
重
要
だ
。
通

常
の
経
済
統
計
で
は
気
付
か
な

い
異
変
を
察
知
す
る
た
め
常
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。
内
閣
府

の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
・
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
る
。

　
政
策
の
優
先
順
位
付
け
や
予

算
へ
の
活
用
は
難
題
だ
。
日
本

で
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
経

済
価
値
は
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
て

い
な
い
。
今
後
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平

均
と
比
較
し
て
い
く
こ
と
も
必

要
に
な
る
だ
ろ
う
。

松
下
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

指
標
の
導
入
は
、
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
で
は
捉
え
ら
れ
な
い

も
の
を
測
る
動
き
（
ビ
ヨ
ン
ド

Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
も
と
で
進
ん
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
で
主
要
国
は
大
規
模

な
財
政
支
出
を
し
た
が
、
そ
の

効
果
検
証
や
改
善
に
は
、
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
指
標
が
役
立
つ

だ
ろ
う
。
行
政
に
も
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
育
成
が
必

要
だ
が
、
厳
密
な
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
は

学
術
と
の
連
携
が
不
可
欠
だ
。

英
国
の
中
央
省
庁
は
、
所
管
分

野
に
関
す
る
学
術
的
な
問
い
か

け
を
公
表
し
て
い
る
。
証
拠
を

待
つ
の
で
は
な
く
、
行
政
か
ら

研
究
側
に
関
心
を
示
し
対
話
し

て
い
く
こ
と
は
、
と
て
も
参
考

に
な
る
仕
組
み
だ
。

中
澤
　
各
省
庁
に
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ

担
当
ポ
ス
ト
を
置
き
、
政
府
を

挙
げ
て
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立

案
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い

る
。
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
研
究
セ
ン
タ
ー

の
よ
う
な
研
究
機
関
と
の
連
携

も
進
ん
で
い
る
。
英
国
の
よ
う

に
問
題
意
識
を
示
す
こ
と
で

様
々
な
分
析
が
自
発
的
に
進
む

か
は
未
知
数
だ
が
、
目
指
す
べ

き
方
向
で
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
既
存

の
政
策
体
系
に
新
た
な
視
点
を

提
供
で
き
る
。
主
観
的
健
康
感

な
ど
に
政
策
的
な
意
義
付
け
を

し
て
一
石
を
投
じ
ら
れ
る
。
政

策
体
系
に
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
組
み
込
む
こ
と
に

は
意
味
が
あ
る
し
、
新
た
な
価

値
を
発
見
で
き
る
と
思
う
。

亀
坂
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

は
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

だ
。
ど
う
す
れ
ば
幸
福
に
な
る

の
か
、
不
幸
か
ら
脱
却
で
き
る

の
か
、
簡
単
な
課
題
で
は
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
公
表
デ
ー
タ
を

ク
ロ
ス
集
計
す
る
だ
け
で
分
か

る
こ
と
も
多
く
あ
る
。

　
内
閣
府
に
よ
る
調
査
結
果
が

公
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら

な
い
人
も
多
い
。
公
表
デ
ー
タ

は
無
料
で
利
用
で
き
る
。
自
治

体
の
職
員
や
民
間
の
研
究
者
な

ど
多
様
な
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ

の
問
題
意
識
で
分
析
に
取
り
組

み
、
活
発
に
政
策
立
案
・
政
策

提
言
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
願
い
た
い
。

松
下
　
海
外
で
は
「
あ
な
た

に
と
っ
て
自
分
が
良
い
状
態
と

は
何
か
」
を
国
民
に
問
い
か
け

て
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
を
構
築
し

た
。
日
本
で
も
国
民
的
な
議
論

を
喚
起
し
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
を
阻
害
す
る
構
造
的
な
要
因

を
特
定
し
、
政
策
で
取
り
除
き
、

誰
も
が
自
分
に
と
っ
て
良
い
と

思
う
状
態
を
追
求
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
分
野
で
の

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
実
践
す
る
こ
と

で
、
行
政
の
課
題
も
克
服
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
。

小
塩
　
政
策
立
案
に
潜
在
的

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

ら
れ
る
の
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
研
究
の
醍
醐
味
だ
。
分
野
を

問
わ
ず
多
く
の
人
に
参
加
し
て

ほ
し
い
。

松下 美帆氏

一橋大学経済研究所准教授

国
内
デ
ー
タ
の
蓄
積
急
務

政
策
面
で
も
注
目

　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
関
連

し
て
、
各
国
で
幸
福
度
調
査
な

ど
が
行
わ
れ
て
き
た
。
政
策
面

で
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
、
外
出
の
抑
制

に
よ
る
人
的
交
流
や
運
動
機
会

の
減
少
と
い
っ
た
変
化
を
も
た

ら
し
た
。
そ
れ
が
社
会
的
孤
立

や
健
康
不
安
な
ど
人
々
の
内
面

に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
観

点
か
ら
人
々
の
生
活
行
動
の
変

化
を
分
析
し
、
政
策
立
案
に
生

か
す
た
め
の
議
論
を
行
う
。

亀坂 安紀子氏

青山学院大学経営学部教授

共催 内閣府 経済社会総合研究所（ESRI）

　
内
閣
府
で
は
、
我
が
国
の
経

済
社
会
の
構
造
を
人
々
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
観
点
か
ら
多

面
的
に
把
握
し
、
政
策
運
営
に

生
か
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

「
満
足
度
・
生
活
の
質
に
関
す

る
調
査
」
を
４
度
実
施
。
調
査

会
社
の
協
力
も
得
て
、
こ
れ
ら

の
調
査
と
同
一
の
回
答
者
を
主

な
対
象
と
し
て
、
２
０
２
１
年

１１
月
と
２２
年
１１
月
に
一
橋
大
学

と
「
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
影
響
と

行
動
変
容
に
関
す
る
調
査
」
を

実
施
し
た
。

　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
、
経

済
的
豊
か
さ
や
心
身
の
健
康
な

ど
多
様
な
対
象
を
含
み
、
幸
福

と
訳
す
こ
と
が
多
い
。
中
で
も

代
表
的
な
尺
度
で
あ
る
生
活
満

足
度
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
測

定
可
能
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う

に
、
雇
用
、
家
計
、
消
費
、
教
育
、

人
々
の
交
友
関
係
な
ど
生
活
全

般
に
影
響
す
る
出
来
事
が
個
人

に
与
え
る
影
響
を
測
定
し
た
い

と
き
、
有
力
な
手
が
か
り
を
与

え
て
く
れ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
社
会
的
距

離
の
確
保
な
ど
感
染
予
防
の
た

め
に
様
々
な
行
動
変
容
が
求
め

ら
れ
た
。
そ
れ
ら
に
関
す
る
項

目
を
調
べ
る
こ
と
で
、
行
動
の

変
容
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に

も
た
ら
し
た
影
響
も
分
析
で
き

る
。
必
要
な
政
策
を
考
え
る
材

料
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
政
策

の
評
価
や
費
用
対
効
果
、
政
策

に
内
在
す
る
課
題
な
ど
を
分
析

す
る
手
が
か
り
も
得
ら
れ
る
。

　
調
査
結
果
を
見
る
と
、
２１
年

１１
月
か
ら
の
１
年
間
で
、
回
答

者
の
生
活
満
足
度
に
大
き
な
変

化
は
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、

ス
ト
レ
ス
が
低
下
し
て
い
る
こ

と
や
健
康
診
断
を
受

け
る
割
合
が
回
復
し

つ
つ
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
テ
レ
ワ
ー

ク
が
定
着
す
る
動
き
が
み
ら
れ

る
こ
と
や
、
今
後
も
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
積
極
的
な
人
が
多
い
こ

と
、
感
染
予
防
行
動
の
多
く
が

維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

長
期
に
わ
た
る
行
動
変
容
が
起

き
て
い
る
こ
と
も
垣
間
見
え

た
。

増島 稔氏

内閣府経済社会総合研究所長

挨
拶
・
趣
旨
説
明

　「
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
影
響
と

行
動
変
容
に
関
す
る
調
査
」
の

結
果
を
用
い
た
３
つ
の
実
証
研

究
を
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て
「
ど
こ
の
感

染
状
況
を
自
分
の
問
題
と
し
て

捉
え
る
か
」
を
分
析
し
た
。
そ

の
結
果
、
人
々
の
主
観
的
健
康

感
に
影
響
す
る
新
規
感
染
者
数

は
、
自
身
が
住
ん
で
い
る
都
道

府
県
の
も
の
で
は
な
く
、
近
隣

の
都
道
府
県
や
地
方
ブ
ロ
ッ
ク

の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

っ
た
。
感
染
対
策
を
行
う
際
は

都
道
府
県
単
独
で
は
な
く
、
近

接
地
域
と
連
携
し
て
展
開
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
た
。

　
次
に
「
社
会
的
孤
立
は
コ
ロ

ナ
禍
に
と
っ
て
ど
こ
ま
で
問
題

か
」
を
考
え
た
。
他
人
と
の
付

き
合
い
が
な
い
場
合
や
社
会
的

サ
ポ
ー
ト
が
な
い
場
合
、
緊
急

小塩 隆士氏

一橋大学社会科学高等研究院・
経済研究所教授

政策的含意を読む
事
態
宣
言
が
主
観
的
健
康
感
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。
社
会
的
な
孤
立

を
回
避
・
解
消
す
る
政
策
の
必

要
性
が
明
確
に
示
唆
さ
れ
た
。

　
最
後
に
「
私
た
ち
は
危
機
に

ど
こ
ま
で
『
慣
れ
て
』
き
た
か
」

と
い
う
問
題
だ
。
緊
急
事
態
宣

言
の
終
了
後
、
主
観
的
健
康
感

は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た

か
。
ま
だ
分
析
中
だ
が
、
主
観

的
健
康
感
は
横
ば
い
な
い
し
若

干
の
改
善
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
徐
々
に
慣
れ
て
き
て

い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
大
規
模
な
パ
ネ

ル
・
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
コ
ロ
ナ
の
状
況
下
に
お
け

る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
変
化

や
そ
の
背
後
に
あ
る
要
因
を
解

明
し
や
す
く
な
る
。
主
観
的
な

回
答
に
依
存
す
る
と
い
う
限
界

は
あ
る
が
、
政
策
的
な
含
意
を

直
感
的
に
読
み
取
れ
る
。
マ
ク

ロ
経
済
統
計
に
よ
る
政
策
分
析

や
政
策
立
案
を
補
完
し
、
別
の

角
度
か
ら
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

桑原 進氏

内閣府経済社会総合研究所
総括政策研究官

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

小
塩
隆
士
氏

一
橋
大
学
社
会
科
学
高
等
研
究
院
・
経
済
研
究
所
教
授

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉

満
足
度
の
変
化
追
う

基調講演

取
り
組
み
は
前
進

政
策
体
系
に
一
石

証拠に基づく政策立案証拠に基づく政策立案証拠に基づく政策立案
共同フォーラム  「コロナ危機に直面する私たちのウェルビーイング」共同フォーラム  「コロナ危機に直面する私たちのウェルビーイング」共同フォーラム  「コロナ危機に直面する私たちのウェルビーイング」

社会科学高等研究院 EBPM研究センター・内閣府 経済社会総合研究所社会科学高等研究院 EBPM研究センター・内閣府 経済社会総合研究所社会科学高等研究院 EBPM研究センター・内閣府 経済社会総合研究所

大月 康弘氏

一橋大学社会科学高等研究院長
一橋大学副学長

開
会
挨
拶

新
た
な
視
点
に
期
待

　
一
橋
大
学
社
会
科
学
高
等
研

究
院
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ（
証
拠
や
デ
ー
タ
に

基
づ
く
政
策
立
案
）
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
る
。

　
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
政

策
立
案
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ

る
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
と
の
研
究
連
携
の

成
果
を
示
す
も
の
だ
。
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
（
心
身
の
健
康
や

幸
福
）
は
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
い
え
る
。
そ
の
方
法
論
や
事

例
を
踏
ま
え
た
分
析
を
通
じ

て
、
新
た
な
視
点
を
提
供
し
て

く
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
。

一橋大学は2025年に
創立150周年を迎えます。
一橋大学は2025年に
創立150周年を迎えます。

「コロナ危機に直面する私たちの
ウェルビーイング」をテーマに開いた
2022年度2回目の「一橋大学政策
フォーラム」は、一橋大学社会科学
高等研究院ＥＢＰＭ研究センターと
内閣府経済社会総合研究所（ＥＳＲＩ）
による調査研究の成果を紹介した。
コロナ禍が社会に与えた影響や人々
の行動変容の実態、意識の変化な
どについて大規模社会調査に基づく
パネル分析を通じて報告。こうした
エビデンス（証拠）やデータをいかに
政策立案に生かすかを議論した。

【全面広告】日本経済新聞（夕刊）2023年

一橋一橋大学大学は2は20202一橋一 大学大学は2は202025555年に年に年にに
創創立立1155550000周年周年を迎を迎ええます。周年周年を迎を迎ええます。

中澤 信吾氏

内閣府経済社会総合研究所
総括政策研究官

前経済社会システム担当参事官


